
年 4 月 17 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

●藤内神社内

●県営十万原住宅・県営藤が原住宅

第二・四水曜(藤内神社)、第一・三の水曜(県営藤が原)、

木曜(県営十万原)　ともに午前販売。

移動販売車で各地の広場へ出向き接客を行う。

　商品チェック、会計、袋入れ、商品陳列

職員1名、利用者1～2名

＜目的＞

＜成果＞

029-353-8302

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 社会福祉法人　水戸市社会福祉協議会 担当者名 倉　田

【連携した結果に対する意見または評価】

フロイデ工房みと様に活動していただいている地域は，市内有数の農村地区であり，社会資源が乏しい実情がある。また，少

子高齢化が顕著であり，高齢者支援に関わる社会資源の創出が課題となる中で，地域に必要な資源として活動いただいてい

る。買物以外にも利用される方の交流の場にも繋がっているほか，利用者も積極的に接客に携わりることで販売促進，社会参

加に繋がっている。
【今後の連携強化に向けた課題】

販売会利用者の更なる参加促進と活動拠点の増加を目指し，周知啓発や調整等を進めながら，更に連携を深めていきたい。

令和6

　市街地から離れた場所にある住宅地で、近くに店も無く自動車がないと買い物が

不便である。独居高齢者も多く住んでいるため孤独解消のためにも地域から依頼が

あり販売を開始した。団地については県の事業に申請を行った。

　住人との関わりを通じ、地域の方々との接点や関係を作りながら地域に貢献して

いるという認識を持たせるほか、地域の方には障害への理解を深めて頂く。また、

販売業務を通じて接客や販売スキルを向上させる。

　活動を通じて少しずつであるが地域の方から販売について認知されてきており、

要望等を受け入れてニーズある商品を提供できるように検討しながら買い付けを

行っている。

　利用者本人が買い付けた商品がお客様に選ばれたり、購入するお客様の笑顔を見

て自信に繋がる機会となっている。

　今後も信頼されて、他の地域の期待にも応えていけるような活動ができるように

新しい商品や業務方法を取り入れて取り組んでいきたい。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 フロイデ工房みと堀町

住　所 水戸市堀町967-1

810102756

澤田　歩

令和6年度電話番号

様式１


